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【短報】3種のコメツキダマシの食樹について
コメツキダマシ科の甲虫は，日本からこれまで

に約 80 種が知られているが，幼虫の食樹について
明らかにされている種は少ない．最近，筆者は木
村欽二氏と林寛次氏のお二人が各地で採集された
コメツキダマシの標本の中から，リョウブ，シデ，
ブドウ，オニグルミの材から羽化脱出させたデー
タが付いた標本を見いだしたので，コメツキダマ
シの食樹資料としてここに報告しておきたい．

発表するにあたり，貴重な情報と標本をご提供
いただいた東京都の木村欣二氏と徳島県の林寛次
氏，標本を調査するにあたりお世話になった神奈
川県の小笠原隆氏に深く感謝申し上げる．

1.ナガコメツキダマシIsorhipis banghaasi (Reitter, 
1899)

食 樹： リ ョ ウ ブ 科 リ ョ ウ ブ Clethra barbinervis 
Sieb. et Zucc.（Clethraceae） 

1♂2♀♀，3. V. 1968，静岡県遠笠山（材採），20．
VII. 1968（東京都品川で羽化脱出），木村欣二採集．

食樹：カバノキ科クマシデ属の一種（シデ） 
Carpinus sp.(Betulaceae)

6♂♂3♀♀，徳島県阿波町妙体山 , 9. V. 2004（羽
化脱出），林寛次採集．

2.オニコメツキダマシHylochares harmandi Fleutiaux, 
1900

食樹：ブドウ科ブドウ属の一種 Vitis sp. (Vitaceae)

1ex., 栃木県中禅寺湖，5. V. 1968（材採），3.VII. 
1968（東京都品川で羽化脱出）, 木村欣二採集．

本種は，ニレ科のケヤキ Zelkova serrata (Thunb.) 
Makino (Ulmaceae) の枯れ枝から羽化脱出した記録
がある（山上 , 1989).

3.ナガミゾコメツキダマシDirrhagofarsus lewisi 
(Fleutiaux, 1900)

食樹：クルミ科オニグルミ Juglans mandshurica 
Maxim. var. sachalinensis (Miyabe et Kudo) Kitamura

（Juglandaceae）
4exs., 徳島県西祖谷山村祖谷浜，29．V. 2000（羽

化脱出）, 林寛次採集．
本種は，1970 年代に日本から北米に移入し，ア

メリカブナ Fagus grandifolia Ehrhart (Fagaceae) の材
に侵入することが知られている（Ford & Spilman, 
1979)．
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